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地区ロータリー財団セミナーの手引き
計画と実施
本資料は、「地区ロータリー財団セミナーの手引き（すべての地区用）」の2011年版です。この手引きは、2011-12ロータリー年度、地区研修委員会と地区ロータリー財団委員会が研修を行う際に使用する目的で作成されました。本資料に収められている情報は、ロータリー章典およびロータリー財団章典に基づいています。RIの方針の詳細に関しては、これらの文書をご参照ください。規定審議会およびRI理事会、あるいはロータリー財団管理委員会で加えられたこれらの資料に対する変更は、本資料に掲載された方針に取って代わります。
本文書では、セミナーの目的、地区の役割と責務、議事日程案、関連資料を紹介しています。USBドライブは、セミナーで取り上げられる以下の10の主題について、話の要点を含むセッション概要とパワーポイントのプレゼンテーション資料を収録しています。

· 教育的プログラム
· 財団資金のシステム
· 募金と認証
· 人道的補助金
· ポリオ・プラス
· 新地区補助金
· グローバル補助金
· ロータリー平和センター
· 資金管理
· 未来の夢計画への移行
地区は、上記の中から主題を選択してセミナーを行うことができます。新しくなったこの手引きでは、地区内のクラブにとって関連性の高いセミナーを計画する上で必要なツールやオプションを提供しています。セッションの概要はワードファイルで保存されており、セミナーの参加者に合わせて修正してお使いいただけます。
ご意見・ご感想
この手引きに関するご質問やご意見がありましたら、下記の担当部署までご連絡ください。
Leadership Education and Training Division

（リーダーシップ教育および研修部）
国際ロータリー
One Rotary Center

1560 Sherman Avenue

Evanston, IL 60201-3698 USA

Eメール：leadership.training@rotary.org
電話：1-847-866-3000

ファックス：1-847-866-9446
目的
地区ロータリー財団セミナーは、ロータリー財団の活動に参加し、支援することの恩恵を強調するとともに、財団のプログラムと方針の概要を説明するための研修です。参加者は、財団について質問をしたり、方針の変更や年度目標の最新情報を得ることができます。さらに、財団に対して顕著な貢献を果たした地区内の会員やクラブを表彰する機会ともなります。
セミナーの目標
•
ロータリー財団への資金面での支援を増やす。
• 
クラブ・ロータリー財団委員会の設置を奨励する。
•
ロータリー財団支援に対するクラブ会員の意欲を高めるため、必要な手段と研修をクラブ指導者に提供する。
•
地区全体の活動についてクラブからフィードバックを得る。
参加者
地区の全会員に出席が奨励されていますが、特に対象となるのは、クラブ会長、クラブ会長エレクト、クラブ・ロータリー財団委員会の委員長と委員、新しい地区指導者、ならびにロータリー財団について学びたいと希望する新会員です。
推奨される開催時期
地区ロータリー財団セミナーは、7月から11月までの間に開催するよう奨励されています。この時期に開催することで、セミナーで学んだことを基に活動し、ロータリー年度末までに地区の目標を達成できるようになります。
推奨主題
参加者に合ったセミナーを実施するために、ニーズ調査を行うとよいでしょう。参加予定者の声に耳を傾け、寄せられた意見を基に、参加者の関心や懸念を取り上げ、財団の重要事項を織り交ぜて議事を作成します。
すべての地区用
•
ポリオ・プラス
•
ロータリー平和センター
•
財団資金のシステム
•
募金と認証
•
資金管理
•
その他、地区のニーズに応じて決定された主題
試験地区以外の地区用
•
教育的プログラム
•
人道的補助金
•
未来の夢計画への移行
未来の夢試験地区用
•
新地区補助金
•
グローバル補助金
補助金の管理と参加資格については、地区補助金管理セミナーで詳しく取り上げられます。このセミナーは最低5時間で、地区ロータリー財団セミナーの一部として実施することも可能です。
役割
このセミナーの招集者は地区ガバナーです。地区研修委員会の協力の下、地区ロータリー財団委員会が研修内容を立案します。研修委員会はまた、計画、推進、諸手配、研修リーダーの準備を援助することができます。ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC）に、助言役、相談役、基調講演者となってもらうのも一案です。
予想出席者数を基に予算を立て、その予算内でセミナーを実施するようにします。また不測の事態に備えて十分な予備費も考慮しておきます。このセミナーの経費をロータリー財団が負担することはありませんので、あらかじめご留意ください。
議事日程
以下の議事日程は、全クラブ会員を対象とした1日の研修を想定したものです。クラブ・ロータリー財団委員長のために別個のセッションを実施したり、財団の各主題について複数の研修を同時に実施することもご検討ください。
この手引きは推奨主題を中心に取り上げています。推奨主題の要点とスライドはUSBドライブに保存されており、www.rotary.org（「会員」→ 「行事」→ 「地区研修行事」）からもダウンロードできます。
	開始時間
	終了時間
	所要時間
	地区ロータリー財団セミナー

	
	
	30分
	登録

	
	
	60分

	開会本会議
•
連絡事項
•
ロータリー財団に関する地区の功績
•
ロータリー財団全般に関する
最新情報

	
	
	15分
	休憩


	グループ討論（複数を同時進行）

	
	
	60分

	セッション1a：主題
	セッション1b：主題

	
	
	10分
	次のセッションへ移動

	グループ討論（複数を同時進行）

	
	
	60分

	セッション2a：主題
	セッション2b：主題

	
	
	60分

	昼食
ロータリー財団寄付者の表彰

	グループ討論（複数を同時進行）

	
	
	60分

	セッション3a：主題
	セッション3b：主題

	
	
	10分
	本会議に移動

	
	
	30分

	閉会本会議
•
行動への呼びかけ
•
参加者への感謝の辞
•
評価書への記入


リソース
研修リーダーは、担当セッションの準備の際に参照できるよう、財団の参考資料について全般的に把握しておく必要があります。
www.rotary.org

RIのウェブサイト（www.rotary.org）に、ロータリーに関する情報が掲載されています。ロータリー財団の歴史、理念、プログラム、管理運営について情報を閲覧できるほか、マルチメディア資料からパンフレットにいたるまで、最新のロータリー資料をクリック一つで入手できます。
• 
ロータリー財団（「組織概要」→ 「ロータリー財団」）：財団プログラム、未来の夢計画、寄付について概要を説明。
• 
未来の夢計画のリソース（「会員」→ 「地区の運営」→ 「未来の夢計画」→ 「リソース」）：未来の夢計画の出版物やその他のリソースをオンラインで紹介。未来の夢計画に関する最新情報は常にRIのウェブサイトに掲載されています。
•
研修（「会員」→ 「研修」→ 「研修リーダー向け」）：このページには、地区ロータリー財団セミナーを計画し、研修方法を学ぶのに役立つ次のような内容が掲載されています。
−
研修会合の計画
− 
ロータリアンの研修
− 
研修リーダー対象の研修
− 
ウェビナーの実施
−
クラブ研修リーダー
−
「Rotary Training Talk（ロータリー・トレーニング・トーク）」
−
研修のベストプラクティス・データベース
•
ロータリーEラーニング・センター（「会員」→ 「研修」→ 「Eラーニング・センター」）：クラブレベルのロータリアンがロータリーについて独習できるようになっています。モジュール、ビデオ、ベストプラクティスをオンラインで閲覧またはダウンロードできます。地区ロータリー財団セミナーへ参加する前の準備としてEラーニングのモジュールを参加者に利用してもらうのもよいでしょう。
• 
ロータリーの画像・映像（ロータリー・フォトライブラリ）（「メディアとニュース」→ 「マルチメディア」）：世界各地からの写真、数千点を検索可能。ロータリアンは無料で写真または映像をダウンロードして、ウェブサイト、プレゼンテーション、出版物等に利用することができます。
人材
•
ロータリー財団地域コーディネーター（RRFC、RRFC補佐）
•
ロータリー財団学友コーディネーター（RFAC）
•
ロータリーの2億ドルのチャレンジ・ゾーン・コーディネーター
•
RI世界本部のロータリー財団職員またはRI事務局財団室の職員
その他のリソース
•
「公式名簿」（007）：RIと財団の役員、委員会、支援グループ、事務局職員、世界中の地区とガバナーの一覧、地区ごとのクラブ情報（アルファベット順）が掲載されています。毎年発行され、www.rotary.orgの会員アクセスから閲覧することができます。
•
「手続要覧」（035）：立法決議、RI理事会、財団管理委員会により制定されたRI組織規定をはじめとするRIと財団の方針や手続を掲載。3年ごとに、各規定審議会の後に発行されます。
•
「RIカタログ」（019）：RIマルチメディア資料、出版物、書式、用紙類の一覧。毎年改訂（shop.rotary.orgのオンライン・カタログは、随時更新されています）。
奉仕プロジェクト
•
「活動する地域社会／地域社会の調査法の紹介」（605）：「活動する地域社会：効果的なプロジェクトのための手引き」には、地域社会のニーズ調査の実施、他団体との協力など、奉仕プロジェクトの立案、実施、評価方法が段階的に説明されています。姉妹編の「地域社会の調査法の紹介」では、効果的な奉仕プロジェクトを特定するための8つの調査方法が紹介されています。
ロータリー財団
•
「未来の夢試験段階のニュースレター」：最新の情報、よく尋ねられる質問、お知らせなどをまとめた月刊ニュースレター。
•
「ロータリアンのためのプログラムの手引き：研究グループ交換」（165）
•
「未来の夢計画 覚書（MOU）に関する指針」
•
「マッチング・グラントの手引き」（144）
•
「ロータリアンのための奨学金の手引き：国際親善奨学金」（012）
•
「ロータリアンのためのプログラム手引き： ロータリー平和センター・プログラム」（085）
•
「新地区補助金およびグローバル補助金 授与と受諾の条件」
•
「地区補助金 授与と受諾の条件」 

広報
•
「Effective Public Relations: A Guide for Rotary Clubs（効果的な広報：ロータリー・クラブのための手引き）」（257）：クラブ活動を広報する上でロータリアンを助ける基本的な心得や資料の数々。
•
「メディア危機対策プラン」（515）：予期せぬ出来事によりニュース・メディアから問い合わせが来たとき、ロータリー・クラブや地区が効果的かつ効率よく対応する方法を紹介しています。
地区のリソース
RIの資料は、世界中のロータリアンのニーズに合わせて作成されたものです。これらの資料に、以下のような地区・地域独自の情報やリソースを補足してください。
•
地区指導者
•
地区名簿
•
地区のウェブサイト
•
プロジェクトや活動の成功例
•
ロータリー財団に関する成功談
•
地区の重要な行事日程を記した年間予定表
参加者のための出版物
以下は、地区ロータリー財団セミナーでの使用が推奨されている、財団の一般的な出版物のリストです（ほとんどの出版物は無料です）。参加者の関心にあわせて自由に閲覧できるよう、テーブルに各種出版物を用意しておくことをお勧めします。参加者4人につき、出版物1部を注文しておくことを目安としてください。
出版物は、オンラインショップ（shop.rotary.org）、RI日本事務局資料室（電話：03-3903-3194、ファックス：03-3903-3781、Eメール：Tomohiro.Mori@rotary.org または Satoru.Nawata@rotary.org）からご注文いただけます。日本事務局で在庫のある出版物については、注文翌営業日もしくは翌々営業日に発送されます。出版物の多くは、RIウェブサイトからもダウンロードいただけます。
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年間予定表
年間予定表はwww.rotary.org（「会員」→ 「研修」→ 「研修リーダー向け」→ 「研修会合の計画」）に掲載されています。この予定表は研修会合の計画手順を概説しているほか、研修前の各月にどのような準備を行うべきかを示しています。さらに、各手配の担当者と完了予定日を記入するスペースも設けられています。
セッションの概要
それぞれの推奨主題について、セッションの概要がワードファイルで提供されており、地区の事情に合わせて修正を加えられるようになっています。すべての主題を取り上げることは不可能であるため、地区内のロータリアンに最も関連し、そのニーズを満たすような主題を選ぶようにしてください。取り上げる主題を決めた後に、USBドライブまたはwww.rotary.org（「会員」→「行事」→「地区研修行事」）でセッションの概要をご覧ください。進行役付きのグループ討論形式をとなるセッションの概要には、以下が含まれています。
•
研修目的
•
オンラインのリソース（各主題について詳しい情報の参照用）
•
地区独自にどのような情報を追加すべきかについての提案
•
話の要点（パワーポイントの各スライドに対応）
•
討論のための質問
•
活動例
開会本会議
開会本会議は、研修セミナーの基調を定めるものとなります。参加者に情報を提供し、参加者の動機と意欲を喚起するような内容としましょう。
話の要点
•
ロータリー財団の活動に参加する上で、このセミナーがどのように役立つかを説明する。
•
研修の議事日程（休憩時間や食事の時間を含む）を一通り説明する。
•
分科会の手順を説明する。
•
ロータリー財団に関し、前年度に地区が達成した功績について説明する。
•
ポリオ・プラスとロータリー平和センターの概要、地区の寄付目標を説明する。また、財団活動の変更事項や次年度の目標について取り上げる。
•
未来の夢計画の概要を説明する。
•
新しい補助金モデルについて、参加者の学ぶ意欲を高める。
閉会本会議
閉会本会議では、本セミナー中に参加者が学んだことや話し合ったことをまとめます。地区として、重要な点を要約し、地区内の手続きについて説明できるのは、これが最後の機会となります。閉会本会議をもってこの研修会合が感動的な幕閉めを迎えられるよう、最善の配慮が必要です。
話の要点
•
討論やキーポイントの重要な部分を強調します。
•
セミナーへの熱心な参加に対し、参加者に感謝の意を述べます。
•
参加者が地区指導者に質問する機会を設けます。
•
研修で学んだこと（少なくとも1つ）を実践に生かすよう参加者に奨励します。
•
今後の研修セミナーを改善する上で、評価書への記入が重要であることに触れます。
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